令和３年度「プラスチック製品の分別回収に向けた社会実験に係る調査分析」業務委託 
仕様書
１　委託業務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　令和３年度プラスチック製品の分別回収に向けた社会実験に係る調査分析業務委託
２　委託業務の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　国のプラスチック資源循環戦略のマイルストーンでは，2030年までに，プラスチック製容器包装の６割をリサイクル又はリユースし，2035年までに，全ての使用済みプラスチックを熱回収を含めて有効利用することが掲げられている。また，中央環境審議会会長から環境大臣に意見具申された「今後のプラスチック資源循環施策のあり方について」に基づき，令和３年３月には，新法「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が閣議決定されている。市町村においては，令和４年度以降，家庭から排出されたプラスチック製容器包装・製品をプラスチック　　資源として分別回収することが求められる予定である。
　　京都市では，現在使用済みプラスチックのうち，ペットボトルのほかにはプラスチック製容器包装（以下「プラ容器包装」という。）のみを資源ごみとして分別回収しているが，令和４年度以降，新たに使用済みプラスチック製品（以下「プラ製品」という。）も資源ごみとして分別回収し，処理を行うためには，令和３年度中に，最適な分別回収方法，1人当たりのプラ製品の排出量，分別率の見込み，分別回収するプラ製品の組成及び次に掲げる効果を社会実験により確認し，得られた結果を基に市内全域でプラ製品を分別回収，処理する方法，体制，設備等を検討する必要がある。プラ製品の分別回収に当たっては，プラ容器包装と合わせて分別回収することにより，市民にとって分別の分かりやすさが向上し，プラ容器包装の分別率が向上する効果も期待される。
このため，本市にとって最適なプラ製品の分別回収，処理スキーム確立に向け，令和３年度に本市域内の一部地域でプラ製品分別回収の社会実験を行う。
３　委託期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　契約締結の日から令和４年３月３１日まで
４　委託業務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（1） プラ製品分別回収社会実験
新たにプラ製品を資源ごみとして回収する社会実験を以下のパターンで４箇月間（令和３年７月開始を想定。）行う。パターン１及び２については，１箇月目に分別回収実施前のプラ容器包装の排出量の調査を行い，２箇月目からプラ製品の分別回収を開始し，排出量，分別率，プラ製品の組成等について調査を行う。パターン３については，４箇月間内に実施する移動式拠点回収において回収品目にプラ製品を追加し，排出量，プラ製品の組成等について調査を　行う。
パターン１　プラ容器包装とプラ製品を一括回収　７５０世帯（概ね１５定点規模）
パターン２　プラ製品のみを単独で回収　　　　　３００世帯（概ね６定点規模）
パターン３　移動式拠点回収でプラ製品を回収　　　　３地区
社会実験を実施するに当たり，以下の内容を実施すること。
ア　社会実験説明チラシの作成
（ア）事前周知用
令和３年６月上旬までに上記パターン１，２に応じたプラ製品分別回収社会実験に係る住民向け周知チラシを約１，０５０世帯分作成すること。また，令和3年7月上旬までに，上記パターン３に対応した周知チラシの版下を作成すること。
（イ）終了周知用

令和3年９月中旬までにパターン１，２の社会実験終了の住民向け周知チラシを約１，０５０世帯分作成すること。
イ　住民アンケート調査票の作成及び集計

社会実験の事前周知及び終了周知時に配布する住民アンケートの調査票を作成し，返信用封筒と合わせて準備すること（約１，０５０世帯分）。また，返信のあったアンケート結果の集計を行うこと。
ウ　ごみ袋の準備

パターン１及び２で使用するごみ袋（４５リットルの容量で京都市指定ごみ袋と区別できる２種類の色付き半透明のもの。また，社会実験で使用していることが印字等でわかるもの。）を１世帯当たり２０枚程度で約２１，０００枚準備すること。
エ　配布用一式の準備
パターン１及び２の社会実験対象世帯に配布できるよう事前周知用は上記ア，イ，ウ，　　終了周知用は上記ア，イを一式セットしたものを準備すること。
オ　収集定点等掲示用看板の作成
「プラ製品分別回収社会実験を実施していること」を示す看板を作成すること。また，　　看板の内容，形状等は，実験パターンごとに掲示・設置場所が異なることを考慮し，適切な内容・形状とすること。
カ　分別回収量の集計及び組成調査の実施
パターン１～３について，分別回収量（計量は別の委託事業者で実施。）の集計，分析　　　及び組成調査（期間中２回程度。）を行うこと。また，組成調査の結果をまとめ，解析すること。組成調査の内容については，別紙に定める。
キ　今後の分別回収方法の検討
カの結果から，プラ容器包装及びプラ製品について最適と考えられる分別回収方法を導き出すこと。また，全市域に拡大した場合の分別回収量，分別率，プラ製品の組成等について推計すること。なお，最適な方法の導き出し方及び推計方法の考え方を示すこと。
ク　その他社会実験に関する業務の実施
その他，別に本市が委託する社会実験に係る処理業務の受託事業者との調整・連携など　社会実験の実施に当たり必要な業務を実施するものとする。
（２）実績報告書の作成

　（１）カの分別回収量の集計状況については，社会実験期間中，毎週報告する。その他（１）の内容について，中間報告資料を令和３年１２月中旬を目途に作成し，令和４年３月末までに令和３年１２月以降の調査・検討結果もあわせて詳細に検討した最終報告資料を作成し，京都市 環境政策局 循環型社会推進部 資源循環推進課に提出する。
（３）その他の業務
　前述のもののほか，効果的な業務の提案があれば，提案を妨げない。また，本事業の遂行に必要な業務を実施するものとする。
５　委託業務の進行等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）業務スケジュールの調整
　受託者は，業務開始に先立ち，今後の業務スケジュール表を作成し，京都市 環境政策局 　　循環型社会推進部 資源循環推進課に届け出て，承認を得るものとする。
　
（２）業務終了時検査及び委託料の精算
　この委託業務の委託料は，業務終了後，京都市の検査を受け精算するものする。
　なお，検査を受検するに当たり，受託者は，必要な証拠書類を京都市に示すこととし，京都市は，必要に応じて受託者に対して当該証拠書類等の写しの提出を求めることができるものとする。

（３）協議事項
　この仕様書に定めのない事項又は業務の遂行に当たり疑義が生じた場合は，京都市と受託者の協議によりその解決を図るものとし，当該協議が整わないときは，京都市の指示するところによるものとする。

６　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）個人情報等の保護
　受託者は，この委託業務によって知り得た個人情報及び通常秘密とされる企業情報をこの事業の目的外に使用してはならない。これは委託期間終了後も同様とする。また，業務終了時には，取得した個人情報等を全て京都市に引き渡すものとする。

（２）損害賠償
　委託業務の実施に伴い第三者に与えた損害は，京都市の責に帰すべきものを除き，全て受託者の責任において処理すること。

（３）著作権の取扱い
　円滑な事業の実施，成果の普及を図るため，この委託業務により生じた著作権については，原則として京都市に帰属させるものとする。

　　（以　上）
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ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類商品�

[２１０１]食生活用品（ｼﾞｯﾌﾟﾛｯｸ,ｽﾎﾟﾝｼﾞ,使い捨てでないｽﾌﾟｰﾝ等）�

★透明は，[２１０２]おもちゃ・スポーツ用品・プラモデル（バリ含む）

発泡以外の[２１０３]日用品・文具（洗面器,歯ﾌﾞﾗｼ,ﾌﾗﾜｰﾎﾟｯﾄ,ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ,CD等）☆ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ,購入したﾊﾝｶﾞｰ,風呂敷等

意味★青，[２１０４]ビニールサンダル・スリッパ

黒等透明以[２１０５]ビニール製マイバッグ※（明らかにつるつるのプラ製のみ）

【保管】

[２１０７]在宅医療器具（注射器，点滴容器）×浣腸→薬

外も有る[２１０６]その他の成形品←分類不可能な成形品すべて

プラボトル類はＰＥＴのみ二次コードが必要

使い捨て商品

[２２０１]水切り用袋

[２４６０]家庭用ラップ→<1次ｺｰﾄﾞ>家庭用=16ｽｰﾊﾟｰ等=17★氷菓子ﾁｭｰﾌﾞはその他＝６でOK�

☆寿司のﾊﾞﾗﾝ,菊[２２０２]使い捨てライター※ｽﾌﾟｰﾝ,ｽﾄﾛｰ等使い捨て食器(ｺﾝﾋﾞﾆ)

の飾りは[2472][２２０３]その他使い捨て商品禁煙ﾊﾟｲﾌﾟ,手袋,ﾌﾟﾗ軸綿棒,ｱﾒﾆﾃｨｸﾞｯｽﾞ＜一次ｺｰﾄﾞ＞ＰＥＴ=４

飲料水の[２４０１]ｱﾙｺｰﾙ飲料（ﾋﾞｰﾙ､酒等）※材質等コードﾁｭｰﾌﾞ･ｽｸｲｰｽﾞ=５�

容器・包装材

ﾌﾟﾗﾎﾞﾄﾙ[２４０２]炭酸※その他()=６

PET以外のﾎﾞﾄﾙ=6�

Packinboxt含む

【保管】詰替ＰＥＴ=１４�

基本は名称[２４０３]牛乳※(成分調整,低脂肪,無脂肪,加工乳)ﾄ

(品名)欄見る[２４０４]コーヒー飲料(牛乳)※☆５ｇ未満全て５

【保管】詰替プラボトル=１�

[２４０５]その他乳飲料※(発酵乳・乳酸菌飲料含む)

＜二次ｺｰﾄﾞ＞

[２４０６]コーヒー※

☆2408は[茶]表示

350ml未満=３

[２４０７]紅茶飲料※

☆2410はｼﾞｭｰｽ,果汁表示

350超〜650ml以下=４ｦ

[２４０８]お茶※一次ｺｰﾄﾞ☆て,�

(緑茶,麦茶,烏龍茶等）○○ｳｫｰﾀｰ全発泡

650超〜1000ml未満=５

表示は、ﾅﾁｭﾗｳｳｫｰﾀｰ,ﾅﾁｭﾗﾙﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀ水含む,ｿｰﾀﾞは炭酸j

[２４０９]ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ※二次ｺｰﾄﾞ�

1000ml=６�

★小型容器[２４１０]果実・野菜飲料※(２次は�

ｰ,ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ,ﾎﾞﾄﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ（又は飲果汁10%以上☆炭酸＋果実は炭酸優先

1000ml超2000ml未満=７�

（ﾎﾞﾄﾙ状）[２４１１]スポーツ飲料※PETのみ)←ポカリ等名称で判断

料水）(製品名判断)

2000ml=８�

100ml未満[２４１２]その他清涼飲料※☆甘酒,豆乳,栄養,

2000ml超(四角有り)=12�

[２４１３]ラベルなし※機能性,健康飲料�

★無理にもとの種類想定不要

食料品・[２４１５]醤油、料理酒、本みりん※ﾉﾝｵｲﾙﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ等も含む☆酒でラベルにペットマ�

調味料の[２４１６]みりん風等PET収集対象液体調味料※ークが無いものは2418へ)

ﾌﾟﾗﾎﾞﾄﾙ[２４１７]食用油※v

[２４１８]その他の液体調味料(収集対象外全て)※←ｿｰｽ,ﾏﾖﾈｰｽﾞ,ﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞand小型容器

★飲料水ﾊﾟｳﾁ容器[２４１９]粉末・固形調味料※

→１次ｺｰﾄﾞ[２４２０]その他食料品※←栄養食品、タブレットの小型容器等

ﾁｭｰﾌﾞ・ｽｸｲｰｽﾞ日用品の[２４２１]歯磨※�

＝５ﾌﾟﾗﾎﾞﾄﾙ[２４２２]ｼｬﾝﾌﾟｰ・ﾘﾝｽ・整髪料※＜一次ｺｰﾄﾞ＞ＰＥＴ=４�

[２４２３]薬・化粧品※一次ｺｰﾄﾞ材質等コードﾁｭｰﾌﾞ･ｽｸｲｰｽﾞ=５T

(ﾌﾟﾗﾎﾞﾝﾍﾞ含む)

[２４２４]洗濯石鹸、糊、漂白剤※二次ｺｰﾄﾞその他()=６,

PET以外のﾎﾞﾄﾙ=6�

Packinboxt含む

[２４２５]台所洗剤※(２次はPET

[２４２６]風呂・トイレの洗剤※のみ)�

[２４２７]自動車用品（潤滑油等）※←化学薬品系

[２４２８]その他の日用品※

★その他ﾀﾌﾞﾚｯﾄ容器ｶｯﾌﾟ･ｺｯﾌﾟ[２４３１]食料品透明ｶｯﾌﾟ･ｺｯﾌﾟ(菓子等)※←ｱｲｽｸﾘｰﾑ､ﾌﾟﾘﾝ､ｾﾞﾘｰ，ｼﾞｭｰｽのｺｯﾌﾟ等も含む

食料品[２４３２]食料品発泡ｶｯﾌﾟ･ｺｯﾌﾟ(ｶｯﾌﾟﾒﾝ等)※andｸﾘｰﾌﾟ等の小容器も含む�

[２４３３]保冷容器・トロ箱

[２４３４]日用品透明ｶｯﾌﾟ・ｺｯﾌﾟ花の苗の黒のポット含む

[２４３５]日用品発泡ｶｯﾌﾟ・ｺｯﾌﾟ

パック[２４４１]卵パック※

[２４４２]ふた一体型食品透明パック※

★箱状のもの[２４４３]ふた分離型食品透明パック※★分離型のみﾌﾀ,本体別々に個数ｶｳﾝﾄ�

ふたの硬さ(材質)が異なるもの等

及び特殊な[２４４４]その他食料品の透明パック※←豆腐,ﾊﾑ,ｶﾚｰﾙｰ等☆j

形の容器も[２４４５]弁当・寿司の発泡パック※蓋付き容器←主食（うどん含む）として食べる

含む[２４４６]その他食料品の発泡パック※←納豆等

[２４４７]日用品の透明パック←歯ブラシ,ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞ,防腐剤�

[２４４８]日用品の発泡パック

トレイ[２４５１]透明生鮮ﾄﾚｲ(いちごの深い容器も)※(野菜･果物･漬物･おかず等)

☆ﾗｯﾌﾟは取る！

[２４５２]菓子等の透明中敷き＆生鮮以外の食品ﾄﾚｲ←冷凍食品，総菜等j

[２４５３]白色※

発泡製生鮮ﾄﾚｲ[２４５４]混色※(肉･果物･漬物･等)深ﾄﾚｲも�

☆ﾗｯﾌﾟは取る！

おかず

[２４５５]生鮮食品以外の食品発泡製トレイ・中敷き←たこ焼き等

[２４５６]日用品透明トレイ

[２４５７]日用品発泡トレイ

[２４５８]タルク等混入プラ容器（タルク入り全て）タルク＋PPのトレイで耐熱性アップ

[２４６０]ラップ→☆ﾄﾚｲから取る→家庭用，販売店等事業所に分離�

<1次ｺｰﾄﾞ>家庭用=16ｽｰﾊﾟｰ等=17

手さげプラ袋[２４６１]大型→<１次ｺｰﾄﾞ>☆40�p角以上

【保管】

☆入手先調査※サービス業の握り拳以上に入っている場合

18=何か入れて※�

手提げは2476小型[２４６２]→<１次ｺｰﾄﾞ>☆粗分の段階から分けること

19=何も入れず※�

[２４６４]食品の柄入りのプラ袋（菓子・ラーメン等）製品名入り菓子、ラーメン等の袋

[２４６５]無地の食料品小袋（漬物等）食料品の透明な袋

[２４６６]詰め替え用のプラ袋（調味料等も含む）※☆台所洗剤、シャンプー等の用途別の枚数が必要

【保管】

[２４６７]日用品のプラ小袋

[２４６８]食料品や食料品店で使用の大・中袋５ｋｇ米袋以上の大きさ

[２４６９]日用品や日用品店で使用の大・中袋

法対象外袋（クリーニング店等）[２４７７]ＤＭのプラ袋

[２４７６]その他の袋

ごみ袋[２４７５]有料指定袋※当該品目以外の指定袋も含む

[２４７０]その他のごみ袋※紙おむつ捨てや市販品及び他市の指定袋

[２４７１]あみ袋（ネット）

[２４７２]ひも等法対象外←湿布剥離ｼｰﾄ､詰め物式緩衝材,その他袋状以外�

（結束ﾃｰﾌﾟ,ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店ﾊﾝｶﾞｰ､ｷｬﾝﾃﾞｨｰの棒,留め具）

[２４７３]シート(ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁ・おにぎりの包み)，ボトルの胴巻き☆風呂敷は商品へ

[２４７４]ふた等（ﾄﾘｶﾞｰ,ﾎﾟﾝﾌﾟ)（無理にびん等から取る必要はない）←パン袋の留め具★２４７４＝法対象物

緩衝材[２４８１]食料品用発泡製（果物等）りんごの個別包装等

[２４８２]日用品用発泡製（家電等）

[２４８３]食料品用クッション材（型板状含む）シート・型板状等（ﾌﾟﾗ製吸水ｼｰﾄ含む）

[２４８４]日用品用クッション材（型板状含む）洋服店の販売用のﾊﾝｶﾞｰ，ﾌﾟﾁﾌﾟﾁｼｰﾄ含む

（分類作業のこれ以上分けられない分）

[２４９０]雑梱包材（あめやおかきの小さな包み）

★原則たばこの箱の大きさ以下の袋やｼｰﾄ。v

シートの上の残はその他の可燃・準可燃へ

事業所からのプラスチック［２５０１]j

[２６０１]★プラスチックの分類先が不明の物

その他雑ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ�

（小型は雑梱包材に混ざるためほとんど出ない）

組成調査内容について
１　調査内容
調査結果の分析に際しては，本市の提供する過去調査時のデータ等を活用しながら，地区別調査結果の集計方法の検討を行い，可能な限り過去調査データとの比較ができるようにデータを取りまとめること。
　　

（１）調査項目と方法

ア　調査対象地域
７箇所の本市まち美化事務所（以下「事務所」という。）管轄区域内で選定した地域（各所管区域約１５０世帯（資源ごみ収集定点３箇所程度）
イ　調査実施日時等

○サンプリング・分類作業
時期：令和３年８月下旬（予定）及び１０月下旬（予定）の計２回
各事務所で収集し本市南積替所で保管しているプラ容器包装及びプラ製品をサンプリング，分類する。
· 実施日等の詳細については，別途，本市担当者と協議して決定し，分類作業は５日間以内で実施する。
ウ　調査対象ごみ

調査地区（世帯数約１５０世帯×７事務所分，約４５０ｋｇと想定）で排出された１週間分のプラ容器包装及びプラ製品及び移動式拠点回収で排出されたプラ製品で，調査区分は次のとおり。

○プラ容器包装とプラ製品を同じ袋で排出されたもの・・・５事務所分（予定）

○プラ容器包装，プラ製品それぞれを異なる袋で排出されたもの・・・２事務所分（予定）

○移動式拠点回収で収集したプラ製品・・・３回分（予定）
エ　サンプリング
○サンプリング：各事務所で収集し本市南積替所で保管しているプラ容器包装及びプラ製品を７事務所毎及び移動式拠点回収分でサンプリングし，その全量を試料とする。
○サンプリング調査における留意事項：

個人情報保護法（京都市個人情報保護条例）に準拠し，今回の調査で把握した情報は紛失，漏洩することのないよう，また，個人を特定することのないよう適切に取り扱い，調査後のごみ等は本市の指示に従い，適正に処理する。
オ　分類作業場への運搬及び分類作業

サンプリング試料の分類作業場所までの運搬については，受託者が責任を持って行う。　　運搬時には，ごみを圧縮しない，荷こぼれ等の事故のないように注意すること。

分類作業場所は，別途指示する（本市南積替所の予定）。
カ　分類作業（分類作業，測定項目）

分類作業開始前に，分類作業員に対して，分類項目とその内容を十分に周知させるための説明会を実施し，調査に臨むこと。

○分類項目

試料を対象とし，「資料１　家庭ごみ細組成分類項目表」を参考に分類作業を行う。プラ容器包装の分類については中分類（プラボトル，カップ，パック，トレイ）とし，プラ製品の分類項目内の最終品目（最小分類項目）については，表３に示す関連資料に準拠して定める。

表３　分類項目内容の定義設定において準拠すべき関連資料

a  全項目： 京都市「ごみ・リサイクルのホームページ」（http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000016745.html）

「正しい資源物とごみの分け方・出し方」（京都市環境政策局）

「家庭ごみ細組成調査」（京都市環境局　S55～H27）
　　b　商品，使い捨て商品(生活・文化用品)：「日本標準商品分類」（総務庁統計局　H2.6改訂）

　　c　容器・包装材容器：「包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律施行規則」

「容器包装に関する基本的な考え方」（経済産業省　H18.12.1）

                         「容器包装リサイクル法の運用に当たっての解釈事項」（経済産業省　

H11.12.6）

　　d　清涼飲料の種類：「農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律（昭和25年5月法律第175号）（JAS法）」に基づく日本農林規格（JAS規格）
　　e　繊維類：「家庭ごみ細組成調査」（京都市環境局　H7.3）

　　f　その他：（各業界団体等の製品分類）エアゾール製品：（社）日本エアゾール協会，

電池：（社）電池工業会，紙おむつ：（社）日本衛生材料工業連合会，

蛍光管：（社）日本電球工業会，石鹸：日本石鹸洗剤工業会

○測定項目

サンプリング結果及び調査地区の推定人口から，それぞれ一人一日あたりのごみ量・ごみ質を推定するため，サンプリングに際して，重量，容積等を把握する。

湿重量，容積，乾重量を算定するための含水率をプラ製品で１０項目以上測定すること。

容積測定
ⅰ　最初の袋ごとの測定では，上を軽く平らにならす程度で特別な圧力をかけずに測定する。

ⅱ　分類項目ごとの測定では，硬質のものは圧力をかけずに上をそのままならす程度で，測定する。軟質のものは，かける圧力により大きくその値が異なるため上部に約５㎏（約６ｇ／㎝2相当）の一定圧力をかけて測定する。

　　　　　含水率測定
ⅰ　プラ製品の主要な分類項目について，グループ化（１０グループ程度）してそれぞれについて測定する。
ⅱ　測定条件は，項目ごとの試料を８５℃，約７日間乾燥させ，乾重量を求める。
　　　　　その他の測定項目
ⅰ　ごみ排出時のごみ袋の容量や種類ごとの重量と容積
　　　　　ⅱ　プラ製品については，表４に示す汚れ状況について測定する。

表４　洗浄状況の分類項目

	分類項目と汚れ程度

	1.きれい（未洗浄を含む）
2.ほぼきれい（表面積で～49％の表面積程度の汚れ）

3.やや汚れている（表面積50％以上の汚れ）

4.腐敗する可能性が高い物の混入（付着）がある


試料等の画像
分類作業風景，分類後の各項目のごみ性状が分かるように，すべての種類，地区ごとの写真撮影を行い，電子媒体で提供すること。

キ　その他

分類作業場所の提供と調査終了後のごみの処理は本市が行うが，それ以外のサンプリングから運搬・分類作業等の一切の経費については受託者が負担すること。

（２）調査結果の解析
　　　　以下の内容について，調査結果を解析し，報告資料としてまとめる。

ア　資料１の分類項目に基づきごみの実態を詳細に分析

　　 （１）ウに記載の調査対象ごみ３区分それぞれにおける使用用途別組成，主要製品排出量，主要分類の細組成実態等をグラフ等で分かりやすく示すとともに，特徴を分析する。
イ　京都市の家庭系プラスチックごみ全体としての細組成実態の把握

　 ○各区分のごみを合成し，京都市の平均的なごみ質を算定する。
　 ○主要成分の細組成実態

ウ　市民１人１日当たりの排出量の把握

エ　ごみ排出用袋の実態（１袋当たりの重さ等）を把握

　 ○１袋当たりの重量，容積の分布状況

　 ○同一物がまとまって出される割合，重量，容積

オ　有害製品等個別製品の排出実態を把握

　 ○注射器等の医療系廃棄物
　 ○電池，電気で動く製品（特にリチウムイオン電池が含まれている製品）
○紙おむつ（大人用・子供用別）
カ　分別協力率の把握

キ　プラ製品の汚れ状況を把握
２　成果品

・　組成調査に関する報告書（１　調査内容を全て含むこと）（Ａ４版　１００頁程度）

・　試料及び作業経過等の画像（各調査の作業経過が分かるもの）

※　報告書及び試料画像等の電子データを収納した電子媒体（CD-ROM ）　一式
※　報告書の仕様及び記載事項は，既存の家庭ごみ細組成調査報告書に準ずる。
※　報告書の電子データは，編集可能な状態の電子データで収納

３　調査実施計画書の提出

　　本調査の受託者は，調査実施前に本内容を踏まえ調査実施計画書を作成・提出し，本市の承認を得てから調査を実施すること。計画書には，本内容に示した組成調査の調査手順，日程，人員配置（正職員，アルバイト等）を示すこと。

４　業務実施にあたっての留意事項
⑴　常に本市担当職員と連絡を密にして業務にあたること。

⑵　業務の進捗状況については，本市の指示により定期的に報告する。

⑶　分類作業時に，注射器等の医療系廃棄物等の危険物が発見された場合は，本市担当職員に報告　すること。
⑷　コロナ禍の調査実施となるため，3密の回避，感染症予防対策としての防具の着用等，調査を起因とした新型コロナウイルス感染を引き起こさないよう，予防策の徹底を行うこと。
５　電子データの仕様
1 電子データは， Microsoft社Windows10上で表示可能なものとする。
⑵　使用するアプリケーションソフトについては，以下のとおりとする。
　・文章：ワープロソフトMicrosoft社Word 
　・計算表：表計算ソフトMicrosoft社Excel
　・画像：BMP形式又はJPEG形式
⑶　文字ポイント等，統一的な事項に関しては，本市担当者の指示に従うこと。

６　その他
1 受託者は，本内容に疑義が生じた場合，本内容により難い事由が生じた場合，あるいは本内容に記載のない細部については，本市担当者と速やかに協議し，その指示に従うこと。また，協議の結果を記した書面を本市に提出すること。

2 成果物納入後に請負者側の責めによる不備が発見された場合には，請負者は無償で速やかに必要な措置を講ずること。
資料１　家庭ごみ細組成分類項目表

　　　　　　　　　　　　　　(その１)

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
別紙





※　本分類項目は例示であり，この分類項目数を大きく超えない範囲で，本市と協議のうえ，項目を決定する。
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